
① 棚田米５kg 
　お届けは11月〜12月頃を予定しています。収穫量によ

　ってお届けできるお米の量が増減する場合があります。

② 稲株主総会の議決権
　７月に開催する株主総会の議決権です。今後の活動に

　 ついての意見交換も行います。

③ 稲株主様優待特典
　対象の上山産品の購入や、集落内の提携宿で割引など

　 の特典が受けられます。＊詳細は申込みページにて

④ 稲株主共同作業イベントへの参加権
　お米づくり作業や株主総会、収穫祭のイベント参加権

　 です。棚田の暮らしを身近に感じてください。

共同作業日以外も農作業をご希望の

稲株主様は、公式LINEやメールにて

お気軽にご連絡ください。

【稲株主制度の特典】

＊作業日は生育状況によって変更の可能性あり
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【稲株主様スケジュール】
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上山棚田の稲株主制度
上山棚田の稲株主制度は、棚田での農業や里山の暮らしを体験していただくために始めた制度です。
稲株主の皆様には、1口出資で棚田に植えられた稲株を100株保有していただきます。皆様のお顔を思
い浮かべると、田植えや稲刈り、日々の水管理など、棚田での作付けを頑張る私たちのチカラとなり
ます。棚田で育つ稲株の主として、どうぞ応援よろしくお願いします！

上山棚田の稲株主制度のお申込み
＊インターネットからのお申込みのみになります

棚田団公式instagram,facebook
＊棚田団の活動や日常、イベント情報を発信しています。

instagram facebook

2023 年度地球環境基金の助成を受けてこの冊子は作成されました。

特定非営利活動法人 英田上山棚田団

岡山県美作市上山 2135

代表理事 井上寿美

aidaueyama@tanadadan.org



奈良時代頃から棚田の歴史が始まっていたとされ、江戸時代の全盛期

には 8300 枚もの棚田があったという上山地区。そんな山里も 1970 年

代以降、耕作放棄地が増え続けていました。棚田団の活動が始まった

2007 年当時は棚田全体の９割以上が耕作放棄地となり、棚田は跡形も

なく藪に覆われていました。最初はひたすら草刈り、笹や竹の伐採を

しては燃やす作業。そんなある時、地元の方から借り受けた 3枚の田

んぼでお米づくりを始めました。2011 年にはNPO法人を立ち上げ、

通い中心だったメンバーの中から徐々に移り住む者が現れ、棚田の再

生が急速に進んでいきました。2022 年には、10 ヘクタール以上の土

地を管理し、上山地域の活性化、資源を活かした商品開発、自然体験

の受入れなどを進めています。

棚田団は、ただ単に棚田でお米を作ることだけを考えているわけでは

ありません。棚田でスポーツしたり、棚田でアートしたり、棚田で哲

学したり。常に「棚田で〇〇する団体」ということで、棚田団と名付

けました。

また、2007 年に平成の市町村大合併で美作市と合併することになり、

英田町の地名はなくなってしまいました。英田の地名に愛着を感じて

いた住民からはずいぶん惜しまれたそうです。棚田団も地域の歴史や

伝統文化を引き継ぐ姿勢を英田の名に込めています。

上山地区では 2010 年以降に移住者が増加。それに加えて、全国各地から足を運んでくれる方々の存在も、集落の機能を維持する

上で大きな存在となっています。2023 年度は延べ 700 名以上の方々が地域の行事や農作業に外部から参加してくれました。水路

掃除や道の草刈りといった集落全体で担う仕事もあれば、部落長や消防団、神社の総代など、個人が役を担っているものもあります。

徐々にではありますが、住民の中でも世代交代が進んでおり、地元住民や移住者、地域外から通う人が入り混じって集落運営を行

えていることは上山の強みです。

今後も地域内外問わず多くの人が関わって集落を維持していくためには、新

たに地域の役を担うことになる若手がスムーズに引き継ぎを行うことがで

き、外部から関わる人も参加しやすい状況をつくることが必要となってきま

す。そこで、10 年以上にわたって上山での活動に伴走していただいている

法政大学現代福祉学部の図司直也教授から、集落の行事や役割を整理して誰

にでも見える形にする「集落の教科書づくり」をご提案いただきました。

2023 年度は各地で「集落の教科書づくり」を支援されている NPO 法人テ

ダスの田畑 昇悟氏をお招きして勉強会を開催しました。集落の教科書づく

りにあたって留意すべき点や、各地の事例などお話いただきました。

2024 年度は、集落内の各役割を担う住民へのヒアリングや行事の記録、起

源の調査を実施予定。そこにいる人だけでなく、これから移住しようという

人にとっても参考になるような「上山版集落の教科書」の完成を目指します。

NPO法人テダスの田畑氏と勉強会の地元参加者。

良いことも、そうでないことも
ちゃんと伝えるのがポイント！

５月には図司教授とゼミ生で水路掃除に参加。集落機
能を維持する活動を身をもって体験。

英田上山棚田団は、 上山版 “集落の教科書” をつくる！？
岡山県美作市上山地区（旧英田町上山）を拠
点として耕作放棄地の再生、里山文化の継承
を、地域と共に進める団体です。

上山地区移住者および出生数（2010 年以降）
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移住および出生合計数 68人  　  期間内転出数 22人　    差引増数 46人

上山地区総人口　140人（2024 年 3月時点）



続・水辺の生きもの調査

「上山棚田の生きもの図鑑」

「小川の生きもの調査」

私たちの暮らすこの土地には、いったいどんな生きものがいるんだろう。そんな素朴な疑問からこの
生きもの調査は始まりました。

棚田の再生によって生きものの多様性は変化しているのか。日々の暮らしは他の生きものに何か影響
を与えているのか。「生きもの」としての視点から、どうすれば上山の暮らしをもっと楽しむことがで
きるのか。考えているだけでは分からないことは、身体を使って調べていきます。

草刈りをしているとき、田んぼを耕しているとき、水路沿いを歩いているとき、稲刈りをしているとき。
生きものを見つけたら写真をパシャリ。撮った写真はメンバーみんなで共有しあって、「上山棚田の生
きもの図鑑」が出来上がっていきます。

上山の棚田と棚田の間に流れる小川の生きもの調査も行いました。稲株主様と仕掛けを設置
し、いざ調査開始です。池とは結果が異なり、川では魚類やサワガニがたくさん見られました。
子どもたちも大喜び！魚はカワムツ、ドンコの 2種類が確認されました。

稲株主の方々と一緒に一晩浸けておいた仕掛けを確認に行きました。そこではなんと、昨年
の調査では見つからなかった厄介者のアメリカザリガニを発見！しかしながら、田んぼや小
川の調査では今年もみつからなかったため、池のみに生息していると判断できます。他にも
サワガニやミドリガメなどの生息が確認出来ました。今回の池の調査で、魚類ではブラック
バスの稚魚が捕獲されました。

「池の生きもの調査」



大芦池

大芦・鳥坂

後迫・小山

中組

八伏

薬師堂

空

坊

上山で見られるのはゲンジボタルで、成虫の

大きさは12~15mmほど。田んぼ脇を流れる

小川の上をふわふわと飛び、林沿いに山の方

へも入っていきます。幼虫の頃は肉食でカワ

ニナを捕食しますが、成虫になるとエサを食

べず水のみで生活します。上山での成虫の活

動期間は6月上旬～中旬頃です。

アメリカザリガニが！

田んぼや川では確認されなかった
アメリカザリガニを捕獲！

今回の調査で

大芦池
N棚田の調査

上山棚田のホタル編

ホタル生息地域

どんなところにホタルが住んでるでしょうか？

活用している棚田

水が流れているところ

道

ため池

ゾクゾク

いちょう庵

上山の棚田が耕作放棄され薮になる以前は、いたると

ころにたくさんのホタルがいたそうです。棚田の減退

と共にホタルも徐々に姿を消していったそうです。し

かし棚田を再生し、水田が増えていくにつれ、ここ数

年でホタルの分布が増えています。川を綺麗にしたり、

田んぼに水を溜めることで、植物や微生物を含め生き

ものたちの生息域が増えている。そのバロメーターの

ひとつがホタルの数に表れているといえます。棚田の

再生は農作物の生産だけでなく、様々な癒やしや自然

の恩恵として還ってきています。

「上山とホタルの関係」

「上山のゲンジボタル」



大芦池

上山神社

クラインガルテン

大芦高原キャンプ場

雲海温泉

空

坊

稲作農地

2024 年 2月調査

【シカ、イノシシの調査分布図】

シカ
足跡確認  40 頭

山林内調査ルート

DATA
岡山県美作市上山
地図範囲　約 4㎢
管理農地　20ha
稲作農地　5ha
水路延長　30km以上
▶調査方法
踏査による糞粒確認
足跡確認など
山林、農道、市道

イノシシ
足跡確認  ５頭
餌場推測  ５頭
計 10頭
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獣害対策を検討するための調査、捕獲

この地域で継続的に里山保全活動を続けていくためには捕獲や柵による獣害対策は
欠かせません。しかし現在、上山地区には狩猟者が 2 人しかおらず、捕獲のみの
対策では解決できません。住民全体が主体となって対策をしていくことが必要不可
欠です。その手始めとして生体数と分布の調査をすることにしました。

プロ蜂取り師・罠猟師

「あつたや」さん

今回は冬の農閑期での調査となりましたが、改めて農繁期の夏にも実施して、季節によるイノシシ・シカの
動態を詳しく調査していきたいと考えています。年間を通した調査の結果を元に、作物への獣害を軽減する
ための柵の設置方法や範囲を再考したり、捕獲頭数の目標設定を明確に立てたりしていきたいと思います。

調査報告▶　冬場の目撃情報が多い地点を中心に、5 日間にわたり踏査による調査を実施した。冬場は日当
たりが良い集落の西側に固まっていることがわかった。獣が収穫後の田んぼにも侵入し柵や支柱を倒したり、

畦を壊していた。農閑期は農地に人が立ち入らない状況が続くので改善が必要とみられた。調査期間中、イ

ノシシの足跡確認 5 頭 / 餌場推測 5 頭で計 10 頭。シカは足跡確認 40 頭ほど。4㎢の範囲に対して 40 頭の

シカがいる密度は、「令和 4 年度野生鳥獣調査事業業務委託報告書」のデータによると美作市内（作東）の

調査区域 8.6 頭 / ㎢、お隣の和気町 1.5 頭 / ㎢と比較しても明らかに多い。県内でも密度が高い岡山県北東

部の中でも顕著に生息頭数が多い結果となった。調査以降の春にはシカの出産期にもなり、さらに生息数が

増加すると考えられる。参考までに岡山県全体による調査事業結果では、シカ生息推定数は 55,508 頭（令

和 3年度、中央値）である。

山林、水路沿い、農道、市道の踏査、走行による糞粒や足跡確認、餌場水場に則した推測

調査報告▶　2月に地元猟師と連携して行ったシカ、イノシシの捕獲では上記範囲でシカ7頭、イノシシ2頭
であった。捕獲方法別では、くくり罠で5頭、オリ罠で4頭の捕獲であった。そのうち1頭のシカにGPS タ
グを取り付け後、解放し動向をGPSで探ることとした。GPSの機能として4 0m 以内に対象が感知できない
と測定が不可能であったため、山林内をくまなく探したが感知することはできなかった。しかし解放後に動
いたシカの走行ルートは踏査で見当をつけたシカのねぐらと思われる方向へ走っていたので、大まかな生息
場所の見当はついた。

調査❶

くくり罠やオリ罠を使用した捕獲による獣害対策や、捕獲後GPSタグを取り付けた追跡調査

調査❷

調査を終えて

調
査
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きっかけは、





詳細はTABITO紹介サイトへ 予約はHPから詳細はHPへ

棚田の集落への入り口。里山での自足生活

を考える場所として、様々な方にご利用頂

きたいお宿です。

集落の頂上にある天然温泉施設。温泉をひ

いた『湖畔のバンガロー』。ご家族や団体様

にもおすすめのお宿です。

日の出から日暮れまで、目の前の棚田に映

し出される ‘かげとひなた’ に心休めて頂き

たい。藁細工や木工体験のご相談も。

小さな集落に静かにたたずむ、まるで昭和

の古い宝箱の中にいるような、なんともイ

ゴコチのいいくつろぎのお宿です。

棚田サ寮

大芦高原温泉 雲海

様々なお客様がアウトドアを楽しめる環境

を用意しております。初心者の方から上級

者の方まで、自然を愛する方なら大歓迎！

oh!Ashi Forest
ご予約はHPへ
 https://oh-ashi-forest.com

狩猟をし鹿革製品を作る家族が営む宿。自

らリノベーションした築 100 年の古民家を

お楽しみください。

Tsunag.
お問合せはメールへ umetani1031@gmail.com

＊稲株主様料金は個別にお問合せください。

大芦地区が大好きだったおじいさんが生ま

れ育った場所にある古民家のお宿。部屋で

は囲炉裏を、外では焚き火も楽しめます。

囲炉裏のお宿 zen
予約は楽天へ

tsunag4451@gmail.com

かげひなた IGOCOCHI

上山で生産されている「炭」をコンセプト

にしたお宿。お部屋の各所に炭を感じられ

る仕掛けをお楽しみください。

炭家
予約はみんなの孫プロジェクト
 HPのお問い合わせから

【大芦高原温泉雲海】

集落内にある天然温泉施設。
作業後にゆったり入る温泉は格別！

　　　　　入浴料200円割引

（稲株券と共にクーポンコードをお届け）

（稲株券と共にクーポンコードをお届け）

( 1回限り / 年)

オンラインショップ　5％OFF

エリアごとに違った自然を満喫できる
キャンプ場。レンタル品も充実。 上山で木工や藁細工など手仕事を

ナリワイとする主が運営する宿

＊詳細、最新情報は棚田団HPにてご確認ください

上山棚田でお米作りをしながら、
木工や藁細工などを手がけるユニット

集落内の貸農園内にある棚田サウナ付きの宿

猟師が手掛ける鹿革製品とお宿

鹿革商品が稲株主特別価格（対面販売のみ）

囲炉裏のお宿zenの宿泊が稲株主価格

レンタル品に使える3,000円チケット
宿泊時の朝食代無料

藁細工や木工商品が5%OFF

２泊目無料

古民家いちょう庵を稲株主価格で貸切

【NPO法人英田上山棚田団】 

【大芦高原キャンプ場】
【かげひなた（宿）】

【と或るコテージ（宿）】

【Tsunag. 】

【手仕事屋manomano】

稲株主優待一覧表



京都・大阪・東京・岡山で開催。
延べ 157 人が参加。

2021 年（初年度）41人 66 口
→2023 年 100 人 141 口に増加。

稲作農家中心の社会だった頃

      生業を
含む経済

            暮らしを
保つための人口

都市農村交流による棚田保全
～棚田再生から農村再生へと展開した上山～

上山棚田の
再生プロセス
上山棚田の
再生プロセス

コミュニティの
つなぎ直し

暮らしと経済の
つなぎ直し

多様な
担い手を
呼び込み

農家減少都市へ流出

人口減少

農家が中心で地域の中に
　　　　生業があった

人口も多く地域の中で
              暮らしを保てた

農離れが進んだ現在の農村

地域を
つなぎ直す
交流

地域で暮らす
多様な生業
の再構築

上山棚田を知ったのは、友人である蟻正くんがその地区に移住し活動をしていることがきっかけでした。ずっと気になる存在の蟻正

くんが、上山での取り組みをやっていると聞いてから 2～3 年が経った頃、ふと思い立って上山を初訪問。田植えに始まり、稲刈り、

収穫祭と、初めはただ楽しいから通っていました。ところが、訪れる度、関わる人が増える度に上山の魅力を発見し、関わる自分や

家族の楽しみを得る場、普段感じられない生きることについて考える場として、捉えるようになっていきました。上山に来ると何か

に追われている日常を忘れ、生きること、生かされていることに向き合える。素直になれる。思えば仕事に追われる毎日から変化を

求めて、初めは気軽に自分のリフレッシュのために訪れていたのが、藪の中だった棚田を蘇らせて新しい文化を作ることに少しでも

関わる中で、ちょっとずつ責任を感じるようになっています。嫌な責任感ではなく、関わる人の顔が浮かび、それぞれが自立しなが

らも助け合うコミュニティが見えることで、その一員として参加することの誇りを感じています。今では、上山棚田は誰かに伝えたい、

知ってほしい場所になっています。

上山のことは全く知らなかった 3 年ほど前、友人から「とにかく

面白いところがあるから、一緒に行こう」と連れられてふらっと

訪れたのが最初で、その後上山に住むことになるとは思いもしま

せんでした（笑）。その友人が運営している旅行会社で定期的に開

催していた上山ツアーに参加するうちに、上山のこと、棚田団の

ことが大好きになり、家族も連れて、数ヶ月に 1 回程度の頻度で

遊びにいくようになっていました。昨年、育児休職を使って家族

で 4ヶ月間、上山にプチ移住しました。滞在中は、棚田団の皆さ

んと稲刈り、草刈り、狩猟、炭焼き、池作り、橋作り、いちょう

庵 1 日店長、養鶏などなど、大阪ではできない経験を自分も家族

も経験させていただき、一生忘れられない思い出になりました。

棚田団の皆さんが、棚田の再生という共通の目的を持ちながらも、

上山というフィールドを使って個々の「好き」を表現しながら生

きている姿を間近で見て、僕自身も自分の「好き」を大切に生き

ていきたいという思いを抱き、今は海外に住んでみたいという思

いを実現するため、日々英語の勉強に励んでいます。上山とは、

今後も株主としての関わりはもちろんですが、家族で遊びに行っ

たり、棚田団の活動に参加したり、定期的に上山に

行きたいと思っています。棚田団の皆さん、

引き続き家族共々よろしくお願いします！

稲株主
坪井康輔さん

里山再生、環境再生が世の中のトレン

ドとして取り上げられることが多く

なっている。里山が成立しているのは

そこに集落があるから。そこに暮らし、

根を張っている人がいて成り立ってい

る。棚田団のすごいところは、集落そ

のものを再生することが先にあって、

それによって水路が守られ、棚田の再

生にもつながってきている。本来当たり前の順序のはずだが、目

に見える里山や森をどう再生するかに注目が集まってしまっている

世の中では、すっ飛ばされてしまっている。そういったことから取

り組む棚田団は集落の取り組みの灯台となり、希望となる存在。

株主は基本的に株券が紙っぺらになるようなリスクを負っている

が、上山の棚田の稲株主制度には割引があったり、お米が届いたり、

良いことしかない。逆にそれが問題点で、もう少し株主側にリスク

を持たせてみても良いのではないか。7500 円で何もせずともお米

が 5kg 届くならそれだけ満足してしまうかもしれない。目標配当

を高めにして、みんなで草取りをしないと達成できないような、ゲー

ム性や株主のコミットを高めるような設計があっても良い。「高リ

スク高配当な株主」「低リスク低配当な株主」など 2パターンいて

もおもしろいのではないか。

greenz.jp 共同代表　
植原正太郎さん

半分移住者　北澤弘樹さん

拝啓、棚田団さま

昨年、図司直也先生に調査レポートを頂いた “農村社会の再生プ

ロセス” その内容を基に、「地域をつなぎ直す交流」や「多様な

担い手を呼び込む」などのポイントを意識して活動を行いました。

法政大学現代福祉学
部教授 / 図司直也氏
( 後逧棚田の畑にて )

どこかの街で棚田米を食べながら語らう会です。棚田での
お米づくりを応援してくれた my フレンズのため、初めて出
会う my フレンズのため、農閑期に棚田団メンバーが棚田の
新米を持って街へ出かけます。お米だけは炊くので、皆さ
んご飯に合わせたいお勧めおかずを持ってきてくださー
い！というスタイル。米炊きに行かせてもらえる場所あり
ましたらお声がけください。

上山棚田の稲株主は、棚田での農業や里山での暮らしを体
験していただくための制度。株券 1口で棚田に植えられた
稲株を100 株保有して頂きます。稲株主の皆さんの顔を思
い浮かべながら苗づくりや田植え、収穫まで行えることは
棚田での作付けをする私たちにとっても作業を頑張るチカ
ラとなります。上山の棚田で育つ稲株の主として、どうぞ
応援宜しくお願いします！

戦後

1960 年以降
農村社会の
構造変化を
表わした図

上山棚田の

再生プロセス

関わりの多様
性が支え合う
好循環へ

下記の様な時代
の変遷で再生し
ています。

地域を
つなぎ直す
交流

多様な
担い手を
呼び込み

きっかけは友人の移住

自分の「好き」を大切に

稲株主制度についての感想

棚田団に関して思うこと


